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　「過去に経験したことのない豪雨」という言葉が
耳に入ると同時に、大変な被害が山口・島根県、そ
して山形県に出ております。私どもは時をおかず、
それらを受け、災害復旧のため国に対し支援を要請
して参りました。
　自民党本部では石破幹事長、農林省では林農林水
産大臣に直接面会し、写真等の資料を提出し実状を
説明いたしました。
　内容は、次の要旨となります。
１、今回の豪雨災害について、激甚災害法（昭和37
　年法律第150号）に基づく政令指定を求める。
２、復旧にかかる県や市町村独自の負担分について、
　特別交付税・交付金での対応をお願いする。
３、国管理の国道や河川について、早期の復旧を求
　める。
４、農地について収穫期に間に合うように、水利施
　設等の応急措置や復旧への特段の支援をお願いす
　る。
５、防災の観点から、中長期的視点にたって堤防の
　整備と、砂防ダムや治山の在り方など特段の配慮
　を求めました。その結果、8月15日に「激甚災害
　指定」を受け、現在査定中であり、今後、復旧事
　業が順次発注される予定です。
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